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気力・体力の続く限り

所 在 地　　筑紫野市

業　　種　　福祉介護

事業内容　　特別養護老人ホーム・ショートステイ・
　　　　　　デイサービスセンター等の運営

設 立 年　　平成13年8月

従業員数　　67人（うち65歳以上の従業員数 5人）

高齢者雇用制度
　定年なし

社会福祉法人天拝福祉会　天拝の園

高齢者雇用の背景

高齢者雇用に係る取り組み

開設当時から高齢者を活用
　当法人では、特に経験者のマンパワーが必要であった開設時から、高齢者の知識や経験を活用していま
す。70歳を超えた新規雇用者もいます。高齢従業員の皆さんは責任感が強く、仕事に穴を開けない姿勢が
感じられる頼もしい存在だと実感しています。

❶介護福祉士の村口さん　❷管理栄養士の坂田さん　❸設備顧問の原田さん

❶30年間保育所で勤務後、50歳でヘルパー2級を取得。59歳の時に当施設に就職し、6年過ぎました。できる
限り現役で頑張りたいと思っています。　❷若い人には、コミュニケーションをとることを兼ねて、『声を大きく、目
線をあげて明るく入所者に接する』ことを、やんわりと伝えるように心がけてアドバイスしています。　❸家でじっ
としているのではなく、体を動かすことがいいですね。また、これからも若い人と交わっていきたいと思います。

感謝とモチベーションアップの花束
　還暦を迎える職員に、本人が希望する種類と色の花を60本の花束に
して贈っています。
　また、70歳時にも70本を贈っています。花束を抱えた嬉しそうな笑顔
を撮影し、施設の広報誌等に感謝の意とともに掲載し、本人のみならず、
それを見ている他の職員にも、またこれからも頑張ろうというモチベー
ションアップとなっています。

職員みんなを支える「顧問」
　「建設会社で施工管理に長年携わっていました。」と語る、63歳から約12年間、当施設で設備管理業務に従事して
いる原田さん（75歳）。施設設備や備品のメンテナンスの他、敷地内植物の管理や草刈り等を行っています。本来業務
に加えて、職員全体に目配り、気配りする役割を担ってもらうため、役職名を「顧問」として、幅広く活躍してもらってい
ます。

若手との積極的な世代間交流
　4月の新人歓迎会でボーリング、9月には感謝祭の打ち上げ、１２月には忘年会で温泉やカラオケなど、時期を捉えて
積極的に施設全体での『飲みニケーション』を実施しており、世代間のコミュニケーションを深める機会となっています。

ひ と こ と

左から、村口さん、坂田さん、原田さん

高齢従業員の高いモラルとポカヨケ装置でお客様への信頼向上

所 在 地　　行橋市

業　　種　　製造業・加工業

事業内容　　自動車内装部品の製造・加工

設 立 年　　平成7年

従業員数　　151人（うち65歳以上の従業員数 6人）

高齢者雇用制度
　定年60歳（希望者全員70歳まで継続雇用）

有限会社宮西コスモス

高齢者雇用の背景

高齢者雇用に係る取り組み

長く働ける会社だからこそ
　当社では比較的軽量の製品を扱うため、創業当初から女性従業員が多く、60歳を過ぎても働き続ける
従業員が多くいます。高齢従業員は仕事が丁寧なことに加えモラルが高く、来客者へのきちんとした挨拶
など若手従業員の手本となっています。

宮西代表取締役から

　高齢従業員の、来客者への気配りや慎重な安全点検、そして丁寧な仕事ぶりが製品の品質向上に

つながり、ひいては会社の信頼向上につながっています。

60歳以上の方も新規採用
最近は、求人広告に「60歳の人も活躍中」と謳い、高齢

者を雇用していることを積極的にアピールしています。
経験者であれば、60歳以上の方も採用します。

「ポカヨケ」装置で品質向上
「高齢者に限った話ではないですが、人間が作業する

わけですから、どうしてもミスが出ます。」と篠原取締役。
同社では例えば、ネジの締め忘れが無いように、部品を
取り付けする際に決まったネジの数だけが出る装置や、
異なるネジを取り付けるとブザーが鳴る装置などの「ポ
カヨケ装置」を設置しています。この装置は社内の高齢従
業員が開発したもので、これにより人為的エラーが減少
し、製品の品質向上につながりました。

ひ と こ と

お話をお伺いした宮西代表取締役


